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原子力発電所の過酷事故においては、冷却プールが潜水化した際の溶融ジェットの挙動把握が重要となる。

本研究では溶融ジェットの落下挙動の把握のため、3D-LIF法による浅水プール中に落下する液体ジェットの

三次元可視化観測を行っている。本報では、入口ジェット流速がジェットの液膜および微粒化物に与える影

響について報告する。 
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1. 緒言 

原子力発電所の過酷事故において燃料が溶融した際、ジ

ェット状に落下する溶融燃料のブレイクアップ挙動の理

解が求められる。本研究では、冷却プールが漏洩などによ

る浅水となった場合を対象とし、溶融燃料と冷却材の流体

力学的相互作用の理解を目的に、液体ジェットを用いた実

験及び数値解析[1]を行っている。本報では、入口ジェット

流速(uz)をパラメータとし、3D-LIF法[1]による三次元可視

化計測を行った結果について報告する 

2. 実験手法および三次元再構成手法 

図 1に 3D-LIF法の装置の概略図を示す。3D-LIF法は、LIF

法で取得した複数の断面を再構成することで三次元形状を

求める手法である。ここでは、ガルバノスキャナーを用いて

レーザーシートを奥行き方向に走査すると同時に、高速度撮

影を行った。なお、各断面の再構成にはMATLABを用いた。 

3. 結果 

図 2 に示すように液体ジェットの瞬時の三次元形状の再

構成に成功した。ジェットは着底後、液膜状に拡がる。さら

に跳流する領域では微粒化した液滴も確認できる。図 3に、

三次元形状から得られた液滴分布を、二つの入口流速条件

に対して示す。本実験の範囲では、跳流部に生じる液滴径は

uzに拠らない分布となった。 
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Fig. 1 Schematic diagram of 3D-LIF experiment setup 

Fig. 2 Reconstructed 3D jet shape: uz = 2.17 m/s 

Fig. 3 Droplet diameter (average of 200 times) 
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